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100% 手作りそば
　１月 14 日、城川内小学校（95 人・中野校長）３、４年生の児童
ら 27 人は、自分たちで収穫したそばを昔ながらの石臼で挽く体験
学習を行いました。　　　　　　　   　　　　　（関連記事＝Ｐ 12）



課
題
解
決
に
向
け
た
大
き
な
一
歩

↑調印後、手を取り合う川添町長、東学長、丁子校長（写真左から）

長
岡
技
術
科
学
大
学
と
連
携
協
定

　

１
月
19
日
、
町
は
新
潟
県
長
岡
市

に
あ
る
国
立
大
学
法
人
長
岡
技
術
科

学
大
学
（
東
信
彦
学
長
＝
以
下
「
長

岡
技
科
大
」）、
独
立
行
政
法
人
国
立

高
等
専
門
学
校
機
構
鹿
児
島
工
業
高

等
学
校（
霧
島
市
＝
丁ち

ょ
う
じ子
哲
治
校
長
）

の
３
者
に
よ
る
包
括
的
連
携
協
定
調

印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
岡
技
科
大
は
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
苗
生
産
技
術

の
研
究
に
昨
年
11
月
か
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

協
定
は
、
両
校
の
専
門
的
な
知
見

を
生
か
し
、
こ
の
研
究
の
ほ
か
に
も

漁
業
や
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、

地
域
活
性
化
、
人
材
育
成
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
今
後
協
力
し
合
う
こ
と
を

目
的
に
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
川
添
町
長
、
東
学
長
、

丁
子
校
長
に
よ
る
署
名
が
行
わ
れ
た

あ
と
、
３
人
が
力
強
く
手
を
取
り
合

い
、
川
添
町
長
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
研
究
を
進
め
高
い
技
術
を
持
つ

長
岡
技
科
大
と
締
結
で
き
た
こ
と
は

非
常
に
心
強
い
。
今
回
の
協
定
を
将

来
に
わ
た
り
長
く
実
行
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
東
学
長
は
「
地

方
創
生
、
地
域
活
性
化
に
関
し
て
、

全
国
に
先
駆
け
た
モ
デ
ル
と
な
る
よ

う
大
学
全
体
で
進
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

今
回
締
結
し
た
協
定
の
内
容

(1)
農
業
・
漁
業
・
工
業
の
振
興
に
関

　

す
る
こ
と

(2)
環
境
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、

　

食
糧
問
題
、
景
観
問
題
な
ど
の
解

　

決
に
関
す
る
こ
と

(3)
文
化
・
教
育
及
び
学
術
の
振
興
・

　

発
展
に
関
す
る
こ
と

(4)
国
際
交
流
・
人
材
育
成
に
関
す
る

　

こ
と

(5) 

地
域
活
性
化
に
関
す
る
こ
と

(6)
施
設
の
相
互
利
用
に
関
す
る
こ
と

(7)
そ
の
他
３
者
が
必
要
と
認
め
る
事
項

長
岡
技
術
科
学
大
学
と
は
…

　

長
岡
技
科
大
は
、
実
践
的
・
創
造

的
能
力
を
備
え
た
指
導
的
技
術
者
の

養
成
と
い
う
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
昭
和
51
年
、
新
潟
県
長
岡
市

に
創
立
。
大
学
院
に
重
点
を
置
い
た

工
学
系
大
学
と
し
て
、
高
等
専
門
学

校
卒
業
生
を
主
た
る
対
象
と
し
、
現

在
約
２
５
０
０
人
の
学
生
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。
そ
の
約
１
割
が
ア
ジ
ア

な
ど
諸
外
国
か
ら
の
留
学
生
と
な
っ

て
い
て
、高
度
な
学
力
と
技
学
力（
＝

現
場
力
＋
研
究
力
＋
想
像
力
＋
実
践

力
）
と
豊
か
な
人
間
性
を
持
ち
、
未

踏
領
域
・
未
踏
分
野
に
挑
戦
し
、
技

術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
興
せ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
技
術
者
を
育
て
る
大
学

で
す
。

　

昨
年
の
日
本
経
済
新
聞
社
な
ど
が

行
っ
た
企
業
の
人
事
担
当
者
か
ら
見

た
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
調
査
「
就
職
力

ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
名
だ
た
る
有

名
大
学
を
お
さ
え
同
大
学
が
１
位
と

な
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
種
苗
生
産
に
関
す
る

取
り
組
み

　

長
岡
技
科
大
に
よ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
種
苗
生
産
技
術
の
研
究
が
水
産
種

苗
セ
ン
タ
ー（
薄
井
）な
ど
で
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で

汲
み
上
げ
て
い
る
地
下
海
水
を
利
用

し
、
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
（
無
菌
）
の

種
い
も
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
研
究
が
う
ま
く
い
け
ば
、

病
気
に
強
い
種
い
も
が
、
通
常
よ
り

も
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
生
産
で
き
る
と

の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
同

大
学
の
牧
慎
也
特
任
准
教
授
で
、
研

究
に
使
わ
れ
て
い
る
技
術
を
ブ
ド
ウ

な
ど
に
生
か
し
て
実
績
を
持
っ
て
い

る
か
た
で
す
。
牧
准
教
授
は
「
長
島

町
の
地
域
発
展
の
た
め
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
生
産
の
未
来
を
長
島
か
ら
世
界
へ

向
け
て
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
み
せ
ま
し
た
。

大
学
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　

３
月
17
日
～
19
日
、
本
協
定
に
伴

う
国
際
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
議
に
は
、
国
内
外
か
ら
環
境
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
問
題
に
詳
し
い

有
識
者
ら
を
本
町
に
招
き
、
町
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
や
食
糧
環
境
な
ど
の

視
察
を
踏
ま
え
意
見
交
換
を
行
う
内

容
（
予
定
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

↑幅広い分野で研究を行う長岡技科大
　のキャンパス

　

新
春
の
恒
例
行
事
、
長
島
町
消
防

出
初
式
が
１
月
８
日
、
町
総
合
交
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

長
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で

始
ま
っ
た
式
に
は
、
消
防
団
員
や
蔵

之
元
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
、

風
の
杜
子
ど
も
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

員
、
各
地
区
の
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
ら

約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
風
の
杜
こ
ど
も
園
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
観
閲
、
蔵
之
元

小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
通

常
点
検
、
長
島
町
消
防
団
員
に
よ
る

通
常
点
検
、
機
械
器
具
点
検
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
消
防
功
労
者
の

表
彰
が
あ
り
、
団
員
や
団
員
婦
人
た

ち
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
屋
内
で
の
開
催
と
な
っ
た
出
初
式

で
し
た
が
、
風
の
杜
子
ど
も
園
マ
ー

チ
ン
グ
に
よ
る
演
奏
や
消
防
団
員
を

中
心
に
「
消
防
団
３
６
５
歩
の
マ
ー

チ
」
の
踊
り
の
披
露
な
ど
観
覧
者
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
者
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
消
防
庁
長
官
表
彰

　
［
永
年
勤
続
功
労
章
］

　

竹
上　

直
登

○
日
本
消
防
協
会

　
［
精
績
章
］

　

竹
上　

直
登　
　

小
川　

武
男

○
鹿
児
島
県
知
事
表
彰

　
［
永
年
勤
続
（
10
年
）］

　

中
村　

保
憲　
　

橋
元　

幸
平

　

小
田　

保
彦　
　

山
下　

隆
春

　

濱
﨑　

豊
和　
　

赤
瀬　

正
太

○
鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

　
［
精
績
章
（
15
年
以
上
）］

　

阿
多　

和
徳　
　

酒
井　

良
則

　

赤
崎　

隆
幸　
　

梅
川　

俊
春

　

山
下　

幸
博　
　

町
田　

清
浩

　

山
口　

博
之　
　

白
石
謙
志
郎

　

鳥
越　

崇
司　
　

竹
山
幸
一
郎

　

濵
田　

俊
文　
　

藤
川　

哲
也

○
鹿
児
島
県
消
防
協
会
出
水
支
部
表
彰

　
［
永
年
勤
続
（
15
年
）］

　

中
村　

雅
洋　
　

江
口　

寿
樹

　
［
優
良
団
員
（
10
年
）］

　

豊
田　

宏
光　
　

古
田　

陽
介

　

牧　
　

達
哉　
　

小
川　

智
弘

　

柏
木　

悠
肇　
　

濵　
　

史
郎

　

梅
川　
　

稔　
　

増
田　

卓
也

　

小
屋　

正
隆　
　

白
石　

隆
浩

　

小
畑　

利
文　
　

松
岡　

慶
太

　

町
田　

直
人　
　

大
平　

伸
也

　

宮
内
也
寸
志　
　

佐
々
木
真
吾

○
長
島
町
長
表
彰

　
［
永
年
勤
続
］

　

※
鹿
児
島
県
消
防
協
会
出
水
支
部

　
　

表
彰
（
優
良
団
員
）
に
同
じ

○
長
島
町
消
防
団
長
表
彰

　
［
優
良
団
員
（
7
年
）］

　
　

竹
山　
　

茂　
　

田
渕　

法
祐

　
　

邑
山　

昌
則　
　

上　
　

晃
盛

　
　

竹
山　
　

司　
　

濱　
　

弘
展

　
　

嵜
川　

一
也　
　

丸
橋　

雄
太

　
　

橋
口　

光
平　
　

上
田　

正
道

　
　

野
中
優
太
郎　
　

西
﨑　

雅
和

　
　

田
中　
　

天　
　

川
畑　
　

格

　
　

大
迫　

直
人　
　

片
下　

賢
吾

　
　

山
中　

紀
光　
　

久
保　

慎
也

　
　

宮
之
原
義
弘　
　

宮
之
原
純
平

平
成
29
年
長
島
町
消
防
出
初
式

防
災
誓
い
消
防
団
が
集
結

　
　

村
上　

達
也　
　

須
嵜　

隆
文

　
　

倉
田　

雅
也　
　

波
戸
憲
一
郎

　
　

池
田　

卓
磨　
　

岩
下　

卓
也

　
　

梅
川　

昭
太　
　

大
堂　

貴
昭

　
　

白
濵　

信
太　
　

山
嵜　

智
和

　
　

竹
田　
　

晃　
　

神
原　

孝
徳

　
　

二
階
堂
博
樹　
　

村
田　

裕
紀

　
　

下
塩
見　

満　
　

冷
水　

裕
介

　
　

小
川　

慶
太　
　

濵
﨑　

康
寿

　
　

竹
山　

裕
二　
　

北
園　

慶
介

　
　

飯
尾　

裕
樹　
　

梶
原　

大
賢

　
　

桐
野
雄
一
郎　
　

竹
山　

直
樹

　
　

山
口　
　

剛

○
長
島
町
長
特
別
表
彰

　
［
永
年
勤
続
夫
人
］

　

江
口　

亜
希

消防人として最高栄誉章を受章

↑表彰を受ける諏訪団長

　諏訪義則長島町消防団長が、日本消防協会特別功
労章を受章し、同日その表彰伝達が行われました。
　この章は、全国 120 万人を超える消防関係者の
中から 10 人のみに授与され、これまで鹿児島県で
の受章者は 1 人のみという、消防人としての最高
栄誉章です。
　諏訪団長は、これまで永年消防活動に献身し、鹿
児島県消防協会長など要職を歴任。地域防災の要と
しての消防団の充実強化に取り組むなど、その功労
が特に顕著であることから、表彰されました。

↑
消
防
団
員
に
よ
る
通
常
点
検

↑
風
の
杜
子
ど
も
園
の
園
児
ら
に
よ
る
演
奏
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わが町の地方創生

↑完成したホームページ（エグチベジファーム）

長島大陸シネマ by ShortShort を開催
　３月４日・５日の２日間、米国アカデミー賞公
認で、アジア最大級の国際短編映画祭「ショート
ショートフィルムフェスティバル（SSFF）」を行
う、ショートショート実行委員会（別所哲也代表）
が選定した短編映画を５つのプログラムにして、
作品の上映会を行います。
　会場は、昼の部は長島町文化ホール、夜の部は
野外映画館 ICEBOX を予定しています。参加費は
無料です。ぜひ、お越しください。

○スケジュール（予定）
　※変更になる場合があります。
　３月４日（土）
　・長島町文化ホール
　　13：00 ～ 14：00　スペシャルプログラム
　　　　　　　　　　　 （SSFF 製作等） 
　　14：30 ～ 15：30　アカデミー賞特集
　　16：00　終了
　・ICEBOX （長島町諸浦 907-49）
　　18：30 ～ 19：30　子供向けプログラム
　　20：00 ～ 21：00　SSFF2016 受賞プログラム① 
　　21：30　終了

　３月５日（日）
　　・文化ホール
　　10：00 ～ 11：00　子供向けプログラム
　　11：30 ～ 12：30　SSFF2016 受賞プログラム②

↑参加した高校生らと岩塚さん家族

↑満崎さん（右）のアドバイスを受けながら文章作成する高校生

◎問い合わせ先
　役場総務課 地方創生担当　☎（86）1111［代表］

↑ ICEBOX（諸浦）での上映イメージ

「回し寿司 活美登利」で長島大陸フェア
　昨年 10 月に長島大陸視察ツアーに参加し
た、東京を中心に店舗を展開する「回し寿司 
活
か つ み ど り

美登利」（東京都・土屋秀仁代表取締役社長）
で「長島大陸フェア」が開催されています。
　期間は、2 月 1 日～ 3 月 31 日の 2 カ月間です。
　今回は、水産物や農産物など長島大陸の美味し
い食材を使用した特別な一品一品が提供されま
す。
　渋谷・池袋・目黒のほか横浜など主要都市を含
む合計 7 店舗で同時開催されるとともに、2 月中
には生産者によるブリ解体ショーを実施する予定
です。
　同店は、平日でも行列ができるほどの人気店で、
今回は長島大陸の PR を目的としています。ぜひ、
友人や家族にお声かけの上、店舗まで足を運んで
みてください。

↑各店舗で掲示されるフェアのポスター

◎問い合わせ先
　役場総務課 地方創生担当　☎（86）1111［代表］

高校生が長島町の商品ホームページを制作
　～ 第２回「島Ｔ

テ ッ ク

ＥＣＨ」 ～
　第２回「島ＴＥＣＨ」が１月16日からの６日間、
長島大陸Ｎセンターで開催されました。
　「島ＴＥＣＨ」は、魅力的な商品でありながら、
インターネットで十分にＰＲがされていない本町
の商品を、全国から参加する高校生と商品の生産
者が一緒に生活してホームページを制作していく
プログラムです。
　今回、東京・埼玉・千葉・長野・岐阜・岡山・
指宿市から９人の高校生が本町に集まり、町内の
事業所など３つのホームページを作成しました。
　制作するにあたって、地域おこし協力隊のアド
バイスはもちろんのこと、写真撮影では、写真家
の大庭学さんや、長島大陸食べる通信の編集など
を手がける山下俊文さん、文章作成ではフリーラ
イターの満崎千鶴さんなどプロの指導を受けなが
らホームページ作りに取り組みました。
　完成したホームページは、今後生産者の皆さん
が長島大陸Ｎセンターで WEB 制作を学びながら
更新していく予定です。
　第３回「島ＴＥＣＨ」は３月 18 日～ 27 日を
予定しています。
　当センターでは「島ＴＥＣＨ」の民泊受け入れ
とサイト制作題材の提供者を募集しています。

○今回、高校生らが作成した３つのホームページ

　・有限会社 岩塚水産のホームページ
　　http://iwatsukasuisan.jp/

　・エグチベジファームのホームーページ
　　http://eguchivegefuru.com/ 

　・漁業青年４人が立ち上げたサバの新ブランド
　　「むじょかサバ」のホームーページ
　　http://mujokasaba.com

◎問い合わせ先
　役場総務課 地方創生担当
　☎（86）1111［代表］

↑完成したホームページ（むじょかサバ）
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長島町地域包括支援センターだより

町民歌体操が完成！「長島元気 GOGO ！体操」

◎問い合わせ先　
　長島町地域包括支援センター　☎（86）1153［直通］

高齢者元気度アップ・ポイント事業の
交換申請はお済みですか？

　高齢者元気度アップ・ポイント事業および高齢
者元気度アップ地域包括ケア推進事業に登録され
ている人は、２月末までがポイント交換申請の期
間となっています。関係書類の提出をお願いいた
します。

　先月号で紹介した、町民歌体操が完成しました。
この体操の名前は、皆さんが応募したアイデア
などから検討した結果「長島元気 GOGO ！体操」
に決定しました。これには「いつまでも自分の足
で歩いて行こう！」という意味が込められていま
す。

　サロン活動や老人クラブなどで、この体操に興
味のある人はお問い合わせください。スタッフが
出向いて一緒に体操を行います。
　長島元気ＧＯＧＯ！体操をマスターして、これ
からも自立した生活ができるような身体づくりに
取り組みましょう！

○開催日時
　３月 19 日（日）　
　午前 11 時 30 分～午後３時
　（受付　午前 10 時 45 分～）
○開催場所
　太閤園　ダイヤモンドホール（迎賓館３階）
　大阪市都島区網島町９‐10
　☎０６（６３５３）１１１０
○会費
　男性＝ 9,000 円 / 女性＝ 8,000 円
○交通機関
　ＪＲ東西線　「大阪城北詰駅」下車
　３号出入口から徒歩約３分

　関西ながしま会では、第 10 回関西ながしま会交
流会を開催します。
　当日は長島町からの来賓に加え、10 周年を記念
して、城川内郷土芸能保存会の皆さんの「御八日踊
り」（鉦踊り）を会場で披露頂き記念大会を盛り上
げてもらいます。
　故郷の近況などを聞いて、『さつま島美人』を囲
んで参加者の皆さんの絆を深めていきます。
　関西在住で、長島町ゆかりの皆さんが集う、年に
１回の「ふるさとデー」です。
　皆さんのご参加お待ちしています。

↑第９回交流会の様子

◎問い合わせ先
　関西ながしま会事務局
　赤瀬　隆治
　☎０７４３（５４）５６９６

第 10 回関西ながしま会交流会
10 周年を記念して城川内郷土芸能保存会の「御八日踊り」を披露

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

〈
青
色
申
告
と
は
〉

　
「
正
規
の
簿
記
（
複
式
簿
記
）」
と

「
簡
易
な
方
式
」
が
あ
り
ま
す
。

　

簡
易
な
方
式
は
、
白
色
申
告
に
は

な
い
現
金
出
納
帳
な
ど
を
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

〈
青
色
申
告
の
主
な
メ
リ
ッ
ト
〉

・「
正
規
の
簿
記
」
の
場
合
は
65
万

円
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簡
易
な
方
式
」
の
場
合
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万
円
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所
得
か
ら
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可
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す
。
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損
失
額
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法
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９
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得
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す
。

・
帳
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付
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と
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経
営
状
況
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つ
か
み
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す
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な
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と
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金
融
機
関
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得
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す
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い
っ
た
経
営
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の
メ
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ッ
ト
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出
て
き
ま
す
。

〈
青
色
申
告
を
始
め
る
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め
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〉

　

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め

に
は
、
個
人
の
場
合
、
平
成
29
年
３

月
15
日
ま
で
に
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
え
ば
、
平
成
29
年

分
の
所
得
か
ら
、
青
色
申
告
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す(

申
告
時
期
は
平

成
30
年
２
～
３
月) 

。

〈
収
入
保
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制
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と
は
〉

  

収
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収
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収
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。
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績
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績
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準
収
入
の
９
割

（
５
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が
あ

る
場
合
）
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下

回
っ
た
額
の
９
割
（
支
払
率
）
を
補

て
ん
し
ま
す
。

○
農
業
者
は
、
保
険
料
・
積
立
金
を

支
払
っ
て
加
入
し
ま
す
（
任
意
加

入
）。 

※
詳
し
く
は
、
農
林
水
産
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
農
政
局
鹿
児
島
県
拠
点
地
方

　

参
事
官
室

　

☎
０
９
９
（
２
２
２
）
５
８
４
０

～
３
月
15
日
ま
で
に
税
務
署
へ
の
申
請
を
～

　

青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客
観
的
に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル

で
す
。
青
色
申
告
に
は
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
速
取

り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
に
お
い
て
、
青
色

申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制
度
の
導
入
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

最低賃金、しっかりチェック !!
鹿児島県最低賃金は時間額 715 円

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最 低 賃 金 額
時 間 額 （円） 効 力 発 生 日

715 平成 28 年 10 月１日

◎問い合わせ先
　鹿児島労働局賃金室　☎ 099（223）8278
　川内労働基準監督署　☎ 0996（22）3225

　現在の鹿児島県の最低賃金は、次のとおりと
なっています。使用者も労働者も、必ず鹿児島県
の最低賃金を確認しましょう。

※最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなど
　すべての労働者に適用され、使用者は労働者に
　対し、最低賃金額以上の賃金を支払わなければ
　なりません。
※特定最低賃金（産業別最低賃金）は、県内の特
　定の産業の労働者と使用者に適用されます。
　地域別と産業別の両方の最低賃金が同時に適用
　される場合には、高い方の最低賃金額以上の賃
　金を支払わなければなりません。
※最低賃金には、次の賃金は算入されません。
　①臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
　②一月を超える期間ごとに支払われる賃金 ( 賞与など）
　③時間外・休日・深夜労働に対する割増賃金　
　④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

特定最低賃金
（産業別最低賃金）

最 低 賃 金 額
時 間 額 （円） 効 力 発 生 日

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業（医療
用計測器製造業を除く、た
だし心電計製造業は含む）

745 平成 29 年１月８日

自動車（新車）小売業 780 平成 28 年 12 月 21 日

↑長島ＧＯＧＯ体操！をする参加者
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植
え
て
は
い
け
な
い
け・

・し
を
ご
存
知
で
す
か
？

特徴（セティゲルム種）

鹿児島県内の不正けし抜去本数の
推移と出水保健所管内の占める割合

抜
去
本
数
（
本
）
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①
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４
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①
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０
０
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。
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⑥
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懇
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長
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取
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す
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］
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千
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日
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淵
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護

雪
降
れ
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と
ろ
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と
落
す
団
子
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山
嵜
加
代
子

雪
催
い
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と
り
立
ち
合
ふ
ゴ
ミ
当
番　
　
　

関　

佳
代
美

雪
深
き
暗
が
り
猫
の
目
が
光
る　
　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

初
雪
や
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
の
ト
タ
ン
屋
根　
　

大
堂　

光
幸

あ
お
あ
お
と
沖
行
く
船
も
年
流
る　
　
　
　

坂
口　

静
子

水み
ず
ば
な洟

や
夫
の
マ
ラ
ソ
ン
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と
な
る　
　
　
　

大
堂　

早
苗

寄
せ
鍋
に
長
島
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陸
鎮
座
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山
田　
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夫
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上
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餅
ま
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れ
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小
春
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代
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降
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や
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眠
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男
川
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仁
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し
ぐ
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の
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初
市

初
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空
の
彼
方
に
富
士
澄
め
り　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

　気軽に作っておいしく食べる
のが、やせる近道。
　みなさんもぜひ参考にしてみ
ては？

志
茂
田
景
樹　

作

　会えなくなった人に思いを届
けてくれる、天国ポスト。
　もしかしたら、返事が届くか
もしれない。

「
ぼ
く
の
天
国
ポ
ス
ト
」著　

柳
澤　

英
子

「
全
部
レ
ン
チ
ン
！

や
せ
る
お
か
ず
作
り
お
き
」

独
り
居
も
安
け
く
あ
ら
ん
こ
の
日
頃
夫つ

ま

の
遺
影
に
語
り
か

け
ゐ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

時
化
の
港
に
鴎
は
声
の
み
残
し
つ
つ
闇
の
彼
方
に
消
へ
て

ゆ
き
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

麦
蒔
き
の
馳
走
の
帰
り
に
父
の
背
で
聞
き
し
鈴
虫
の
音
色

忘
れ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

わ
が
家
の
盲

め
し
い

の
猫
は
戯
れ
つ
出
窓
に
光
を
求
め
る
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

ひ
つ
じ
田
に
や
や
萌
へ
初
め
し
牧
草
を
被お

お

ひ
て
今
朝
の
霜

は
深
け
れ　

米
尾　

和
子

メ
モ
を
見
て
甘
酒
作
り
ぬ
目
分
量
に
て
作
り
し
亡は

は母
の
味

に
は
及
ば
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

天
災
も
人
災
も
な
き
わ
が
島
の
穏
や
か
な
年
暮
れ
ゆ
か
ん

と
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

山
茶
花
の
僅
か
な
風
に
ほ
ろ
ほ
ろ
と
散
る
を
踏
み
ゆ
く
寂

し
さ
の
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

夕
映
に
漂
ふ
如
こ
し
き
島
灘
の
中
に
て
孤
独
を
ま
と
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

竹
筒
に
酒
を
満
た
し
て
飲
み
交
わ
す
鬼
火
焚
き
今
た
け
な

は
の
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

１
月

　

園
芸
用
の
け
し
の
仲
間
の
ポ
ピ
ー

な
ど
は
、
３
月
下
旬
か
ら
５
月
に
か

け
て
、
色
鮮
や
か
で
美
し
い
花
を
咲

か
せ
る
も
の
が
多
く
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
や
切
り
花
用
の
植
物
と
し
て
人
気

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
け
し
の
仲
間
に
は
、
法

律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
不

正
け
し
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

外
観
の
特
徴
か
ら
園
芸
用
の
け
し
と

区
別
で
き
ま
す
。
以
前
か
ら
、
出
水

保
健
所
管
内
で
自
生
し
て
い
る
不
正

け
し
が
多
数
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
多
く
は
ア
ツ
ミ
ゲ
シ
（
セ
テ
ィ
ゲ

ル
ム
種
）
で
す
。

　

平
成
28
年
に
は
出
水
保
健
所
管
内

の
抜
去
本
数
は
２
万
４
３
６
８
本
と

県
内
の
総
抜
去
本
数
の
90
㌫
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特
徴

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
似
た

植
物
を
見
か
け
た
と
き
は
、
そ
の
ま

ま
抜
か
ず
に
出
水
保
健
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所
衛
生
係

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

↑管内に自生していたケシ

↑
花
び
ら（
写
真
①
）

↓
つ
ぼ
み

↑
葉
（
写
真
②
）

↑
果
実
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春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
一

週
間
に
わ
た
り
、
春
季
全
国
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
す
る

死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と

も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
予

防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時

  

そ
の
場
所
で
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　

東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９

　

長
島
分
遣
所

　

☎
（
88
）
５
３
３
３

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

短
期
訓
練
生
募
集

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
次
の
と
お
り
短
期
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す
。

○
訓
練
科
目
・
期
間

・
Ｉ
Ｔ
技
術
科
土
木
コ
ー
ス

　

７
月
～
９
月
の
月
・
水
・
金
（
隔
週
）

　

18
日
間
（
予
定
）

・
Ｉ
Ｔ
技
術
科
建
築
コ
ー
ス

　

７
月
～
９
月
の
月
・
水
・
金
（
隔
週
）

　

18
日
間
（
予
定
）

・
土
木
施
工
管
理
技
士
科
（
３
コ
ー
ス
）

　

各
試
験
直
前
講
習
８
日
間

○
入
校
資
格

　

雇
用
保
険
の
加
入
者

○
授
業
料

・
Ｉ
Ｔ
技
術
科
土
木
コ
ー
ス
・
Ｉ

Ｔ
技
術
科
建
築
コ
ー
ス
…
３
万
円

（
雇
用
保
険
未
加
入
者
…
５
万
円
）

・
土
木
施
工
管
理
技
士
科
…
１
万
円

（
雇
用
保
険
未
加
入
者
…
２
万
円
）

※
支
給
対
象
要
件
を
満
た
す
こ
と

に
よ
り
助
成
金
制
度
有
り

○
申
込
締
め
切
り

　

短
期
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

各
コ
ー
ス
講
習
日
時
が
異
な
り
ま

す
の
で
日
程
決
定
後
案
内
し
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　

☎
（
84
）
２
４
５
１

春
一
番
に
よ
る
海
難
防
止
強

調
運
動
を
実
施

　

串
木
野
海
上
保
安
部
管
内
の
海

事
関
係
機
関
で
構
成
す
る
串
木
野

地
区
海
難
防
止
強
調
運
動
推
進
連

絡
会
議
で
は
２
月
４
日
（
立
春
）

か
ら
３
月
20
日
（
春
分
の
日
）
ま

で
の
46
日
間
、｢

春
一
番
に
よ
る

海
難
防
止
強
調
運
動｣

を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
春
一
番
な
ど
の

急
激
に
発
達
す
る
低
気
圧
に
関
す

る
危
険
性
を
再
確
認
し
て
頂
く
こ

と
に
よ
り
海
難
の
未
然
防
止
と
被

害
の
局
限
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
特
に
こ
の
期
間
中

は
、「
気
象
・
海
象
の
常
時
把
握
、

荒
天
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の
出
港

自
粛
、
天
候
悪
化
の
際
は
早
期
避

難
」
に
心
掛
け
、
海
難
事
故
の
未

然
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
海
の
事
件
・
事
故
の
通

報
は
、
海
上
保
安
庁
緊
急
通
報
用

電
話
番
号
「
１
１
８
番
」
へ
お
願

い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

串
木
野
海
上
保
安
部
交
通
課

　

☎
０
９
９
６
（
32
）
２
３
６
２

県
税
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
４
月
以
降
の
自
動
車

税
と
個
人
事
業
税
は
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
通
常
貯
金
口
座
か
ら
も
納

付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
人
は
、
最
寄
り
の

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
の
窓
口

に
備
え
付
け
の
「
自
動
払
込
利
用

申
込
書
」
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
申
込
書
の
記
入
例
な
ど

は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
も
し
く

は
各
地
域
振
興
局
・
支
庁
県
税
課

に
備
え
付
け
て
あ
る
チ
ラ
シ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
税
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
９
６

自
動
車
の
住
所
な
ど
の
変
更

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

引
越
し
を
し
た
ら
、
自
動
車
の

納
税
通
知
書
が
遅
れ
て
届
い
た
の

で
、
慌
て
た
と
い
う
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

引
越
し
や
結
婚
な
ど
で
住
所
や

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
納
税

通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た

め
に
も
、
次
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
変
更
登
録

　

必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
鹿

児
島
運
輸
支
局
、
ま
た
は
奄
美
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
住
所
や
名
前
な
ど
の
変
更
届
出

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税

課
へ
電
話
や
は
が
き
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
電
子
申
請
で
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
用
の
は
が
き
は
、
納
税
通

知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

県
の
各
地
域
振
興
局
・
支
庁
、
各

市
町
村
役
場
に
も
備
え
て
あ
り
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部
門　

　

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
８
９

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

確
定
申
告
は
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で

お
早
め
に

　

平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
の
準

備
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

○
申
告
と
納
税
の
期
限

　

・
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

　

得
税
・
贈
与
税

　

３
月
15
日
（
水
）
ま
で

　

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ

　

び
地
方
消
費
税

　

３
月
31
日
（
金
）
ま
で

○
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
、
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
並
び
に
贈
与
税
の
確
定

申
告
書
な
ど
を
作
成
で
き
ま
す
。

○
確
定
申
告
開
場
の
開
設
（
確
定

申
告
期
間
中
）

　

確
定
申
告
書
の
提
出
や
記
載
要

領
な
ど
の
相
談
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

・
開
設
期
間

　

２
月
16
日（
木
）～
３
月
15
日（
水
）

・
申
告
会
場

　

出
水
税
務
署

・
受
付
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

※
土
曜
日
、
日
曜
日
は
開
設
し

て
い
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

　長島町の一部地域において、700MHz 利用推
進協会によるテレビ受信障害対策工事が実施され
ています。
　 こ の 工 事 は、 携 帯 電 話 事 業 者 が、 新 た に
700MHz 帯の周波数を用いた携帯電話システム
の運用を開始する際、その電波がテレビアンテナ
で強く受信され、地上デジタルテレビ放送の「映
像が乱れる」「映らなくなる」などの影響が発生
するおそれがあるために実施するものです。
　２月 16 日（木）（予定）からの携帯電話の新
しい電波の利用開始に伴い、これらテレビ放送へ
の影響を防止するためテレビブースターの交換や
テレビアンテナへ対策用フィルタの取り付け作業
を行っていきます。
　本件の工事に関する費用は 700MHz 利用推進
協会が負担します。工事作業者が費用を請求する
ことは一切ございません。

テレビ受信障害対策工事が実施されます

◎問い合わせ先
　700 Ｍ

メ ガ ヘ ル ツ

Ｈｚテレビ受信障害対策コールセンター
　☎ 0120（700）012

　訪問する工事作業者は、次のとおり「テレビ受
信障害対策員証」を携行しています。
　不審に思われた場合は提示を求め、コールセン
ターへお問い合わせください。
○「テレビ受信障害対策員証」（オモテ面）

○詐欺行為などにご注意ください
　・回復作業に費用は一切かかりません。
　・工事作業員が費用を請求することも一切ござ
　　いません。
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

第 66回社会を明るくする運動作文コンテスト

の最優秀賞を受賞県
　蔵之元小学校（69 人・山田哲夫校長）５年の
道添叶

の ぞ み

望さんが、法務省が主唱する第 66 回「社
会を明るくする運動」作文コンテストの小学生の
部で、鹿児島県推進委員会委員長賞を受賞しまし
た。
　１月 12 日、表彰伝達のために訪れた出水保護
区保護司会の豊田直俊会長は「小学生として更生
保護について、しっかりとした考えをもっている
ことに深く感動を受けた。これからも、小中学生
や町民の皆さんも社会を明るくする運動に協力を
もらえれば」とあいさつ。受賞した道添さんは「県
の最優秀賞に選ばれてうれしいです。これからも
良い作文を書けるよう頑張りたいです」と受賞を
喜んでいました。

↑ 12 月のそば収穫の様子

城川内小学校で「そば作り」体験学習

ば粉 100％のそば作りを目指すそ
　１月 14 日、城川内小学校（95 人・中野茂隆校長）
では、３・４年生たちが、そば作りの体験学習の
一環で、昔ながらの石臼でそば挽き体験を行いま
した。
　９月に唐隈の小田强さんを講師として招き種ま
きを行い、12 月にはそばの実を収穫しました。
　そば挽きを体験した町田莉乃さん（４年）は「種
まきからそば挽きまで体験できてよかった。最後
は手作りのそばを食べてみたい」と話していまし
た。同校では今後、そば打ち体験を行い、小田さ
んらを招いて実食会を行う予定です。

町内各地で鬼火たき

年の無病息災を願う１
　１月上旬、町内各地の集落で鬼火たきが行われ
ました。
　福ノ浦集落では１月７日、雨が降る前にと集落
の役員や育成会が中心となって午前中からやぐら
を組み、お昼には火をつけていました。
　火の勢いが落ち着いたころには、正月の間、玄
関などを飾ったしめ縄などが投げ込まれ、火を囲
みながら餅やぜんざいなどを食べて今年１年の無
病息災を願いました。同集落の育成会長の濱口文
春さんは「年初めに集落の人たちが一同に集まり、
顔合わせをする。鬼火の餅を食べて、子どもたち
が元気に育っていけば」と話していました。

↑川添町長と村田教育長へ報告する脇村校長（写真左）

　鷹巣小学校（238 人・脇村洋一校長）が、これ
までのキャリア教育の実践及び研究の成果が認め
られ、第 10 回キャリア教育優良学校として文部
科学大臣賞を受賞し、１月 23 日、脇村校長が町
長室を訪問して報告を行いました。
　この表彰は、キャリア教育の充実及び発展に対
して、顕著な功績が認められた学校などに対し、
表彰されるものです。今回の表彰では、全国から
19 小学校が受賞を受け、県内では、鷹巣小学校
を含む２校が表彰されました。
　鷹巣小学校は、平成 27・28 年度、県指定の
キャリア教育の研究実践校として研究を進め、昨
年 11 月に研究公開も行ったところです。今後も、
これを機会に、一人一人が大きな夢を描きながら、
自己実現を果たしていくことができるような児童
の育成に取り組んでくれることと思います。

キャリア教育優良学校文部科学大臣表彰

巣小学校が受賞報告鷹

↑鬼火の前でぜんざいを頬張る子どもたち

阿久根ロータリークラブ

000 回例会を記念して時計寄贈２
　阿久根ロータリークラブ（江川野和宏会長）は、
1974 年に創立して 1 月 24 日で 2000 回目の例会
となりました。これを記念して、道の駅黒之瀬戸
だんだん市場に大型壁掛け時計が寄贈され、同日
除幕式が行われました。
　江川野会長は「当クラブの 2000 回例会記念と
ロータリー財団 100 周年を祝う目的で、昨年か
らロータリー財団の協力をもらいながら計画を立
てていた。長島の玄関口のだんだん市場に設置す
ることで、地域の人たちや訪れる人たちに少しで
も喜んでいただけたら」とあいさつしました。

↑特設ステージにははなちゃんも登場し長島をＰＲ

長島まるごとフェア「よいまい」

ミュ広場で長島をＰＲア
　１月 24 日からの３日間、鹿児島中央駅前のア
ミュ広場で、長島まるごとフェア「よいまい」が
開催されました。
　このイベントには、長島町商工会をはじめ８つ
の事業所が参加。南北交流事業の一環で南大隅町
の２事業所も出店しました。
　同フェアでは、長島の焼酎を使ったカクテルも
振る舞われ、会場は平日にも関わらず多くの来場
者で賑わいました。最終日には商品が売り切れる
事業所もあり、鹿児島市内で長島ファンを増やす
きっかけとなるイベントとなりました。

↑寄贈された時計と関係者による記念撮影

↑受賞した道添叶望さん（写真中央）
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

第７回長島郷土かるた取り大会

かなる戦い、集中力を研ぎ澄まして静
　１月 29 日、町内の小中学生約 120 人が、第７
回長島郷土かるた取り大会に参加しました。
　保護者や先生が見守る張りつめた空気の中、参
加者らは真剣な戦いを繰り広げ、素早い手の動き
でかるたが畳の上を飛び交う様子が見られまし
た。この緊張感のなか自分の実力を発揮し優秀な
成績をおさめた子どもたちは次のとおりです。（１
位のみ）
小学生低学年の部　角中優希美（川床小３年）
小学校高学年の部　波戸　　麗（鷹巣小５年）
中学生の部　　　　畠添　一誠（川床中１年）
小学生団体の部　　鷹巣小学校Ａ
中学生団体の部　　川床中学校Ａ

↑植樹をする児童ら

川床小学校で植樹式

床小と田尻小の統合を記念川
　１月 27 日、川床小学校の運動場で、植樹式が
行われ、川床小学校と田尻小学校の６年生と地域
の公民館長、学校関係者などが参加しました。
　川床小学校と田尻小学校は、今年の４月に学校
統合が決まっており、４月から田尻小学校の児童
らは川床小学校へ通うこととなります。
　これを記念して、川床小学校の運動場には、桜
の木 11 本、シマトネリコ１本、シラカシ１本、
ロドレイヤ１本の計 14 本が植樹されました。
　式の中で村田教育長は「皆さんは、４月から同
じ川床中学校へ通いますが、登下校の途中、この
記念樹が元気に育っているか、様子を見に来てく
ださい」とあいさつしました。

第 34回南日本カップアマチュア大会

年者の部で見事優勝、総合でも若
　１月９日に霧島市のかごしま空港 36 カント
リークラブで開催された、第 34 回南日本カップ
アマチュア大会（南日本新聞社主催）で、大平裕
喜さん（浦底）が若年者の部で見事優勝を飾りま
した。
　この大会は、16 歳から 78 歳のアマチュアゴル
ファー 327 人が出場し、基準となる誕生日を境
に２コースに分かれ 18 ホールをダブルペリア方
式のネットスコアで争われました。
　ネット 68.8（グロス 76）という高スコアを出
し、総合の部でも優勝を勝ち取った大平さんは「今
回で３回目の出場だった。ベスグロを狙って大会
に臨んだが、まさか優勝できるとは思ってもいな
かった。前半 41 叩いたが後半 35 とまとめるこ
とができた」と優勝を喜んでいました。

↑優勝カップと副賞を手にする大平さん

↑賞状を受け取る児童

　１月 28 日、町文化ホールで第７回長島の子表
彰式が開催され、町内の小学６年生 106 人と、
中学生３人、３団体が表彰されました。
　これは、児童や生徒の優れた個性を地域ぐるみ
で見つけ、ほめて育てることを狙いに「奉仕賞」「親
切賞」「スポーツ賞」「学芸賞」「読書賞」「創造賞」「勤
労賞」「友情賞」「特別賞」の９賞が設けられてい
ます。受賞者には、一人ずつ川添町長から賞状が、
村田教育長からメダルが手渡されました。
　「学芸賞」を受賞した島田さゆりさん（獅子島
小６年）は「６年間頑張ってきたことを評価して
もらってうれしいです。中学生では、一日一日を
頑張り皆との温かい交流を通じて強い心や人を優
しく思う思いやり、感謝の心を持つ人間になりた
いと思います」と受賞者を代表してお礼の言葉を
述べました。

第７回長島の子表彰式

どもたちの個性をほめて伸ばす子

伊唐小学校でプログラミング学習

ボットを iPad を使って動かすロ
　１月 30 日、伊唐小学校（19 人・久保和久校長）３・
４年生の総合的な学習時間にプログラミング学習
が行われ、本町の地域おこし協力隊の間瀬海太さ
んと神明竜平さんが講師として参加しました。
　今回は、i

アイパッド

Pad と S
ス フ ィ ロ

phero というボール型のロ
ボットを使って学習。ロボットの基本的な動き
のプログラムを、児童ら全員で話し合いながら、
iPad を使って動きを指示していました。
　授業を終えた馬場一歩さん（３年）は「自分の
作ったプログラムで、ロボットを動かすことがで
きて楽しかった」と満足げに話していました。

↑合図とともに礎石が投入される

伊唐港で交付金事業着工

係者らが安全を祈願関
　１月 12 日、伊唐港で社会資本整備総合交付金
事業の起工式が行われました。
　この工事は、総事業費７億１千万円で、同港に
防波堤や浮桟橋工事など、これから４年をかけて
整備する予定です。
　式には、川添町長はじめ竹山司郎伊唐公民館長
など約 30 人が参列し、工事の安全を祈願しまし
た。
　その後、川添町長の合図で、沖合に停泊したク
レーン船から花火の合図と同時に礎石が投入さ
れ、安全祈願と起工を祝いました。

↑ Sphero と iPad を使って動かす児童ら

↑真剣な面持ちでかるたを並べる生徒
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↑参加者を応援する唐隈子ども育成会↑長崎鼻灯台の絶景を望みながら折り返し

↑出発点を眺めながら

↑沿道に咲くすいせんも参加者を応援



月
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当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（1歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○恒吉医院 82-0048
○野田診療所 84-2023
○林胃腸科外科 73-3639
○ちゃえん歯科 67-2325
□野田調剤薬局 84-2856
□阿久根薬局 72-1017
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○平田整形外科クリニック 62-8801
○三慶医院 63-2333
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○はしぐち歯科クリニック 62-8241
□ひまわり薬局 62-6070
□タカラ調剤薬局 62-8813
□三文字薬局 75-0073
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談（2カ月児）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○おかだクリニック 63-7011
○せき耳鼻咽喉科 64-1187
○有村産婦人科・内科 73-4180
○スマイル歯科医院 75-3300
□しおかぜ薬局 88-6011
□メープル薬局 62-9292
□さかえまち薬局 72-0978
◇しみずこども医院 68-0633

春分の日

○鷹巣診療所 86-0054
○林泌尿器科クリニック64-8800
○さくら通りクリニック62-2311
○上園医院 73-1055
○柏木歯科クリニック 79-4618
□長島調剤薬局 64-5555
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□さくらんぼ薬局 68-7000
□本町薬局 73-3233

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

□第７回夢追い長島花フェ
スタ（サンセットの丘）

５月７日（日）まで

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

	

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

●３月 20日は春分の日です。
　春分の日は「自然をたたえ、生物をいつくしむ」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！

○長島クリニック88-6405
○三慶医院 63-2333
○わかずぎ皮フ科クリニック64-1313
○内山病院 73-1551
○田畑歯科医院 62-0888
□しおかぜ薬局 88-6011
□タカラ調剤薬局 62-8813
□オレンジ薬局 79-3972
□本町薬局 73-3233
◇出水総合医療センター67-1611


